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《会
員
著
書
紹
介
》

添
田
建
治
郎
著

『
日
本
語

ア
ク
セ

ン
ト
史

の
諸
問
題
』

平
成
八
年
度
新
村
出
賞
を
受
け
た
本
書
は
、

日
本
語

ア
ク
セ
ン
ト
に
関
す
る

著
者

の
既
発
表
論
文

の
う
ち
か
ら
十
篇

(
い
ず
れ
も
改
稿
や
補
筆
が
さ
れ

て
い

る
)
と
新
規
執
筆

の
二
篇
と
を
集
め
た
も

の
で
あ
り
、
各
論
文
は
そ

の
主
題

に

応
じ

て
三
部

に
配
さ
れ

て
い
る
。

ま
ず
、
第

一
部

「
ア
ク
セ
ン
ト
文
献
か
ら

日
本
語

ア
ク
セ
ン
ト
史

の
解
明
を

あ
ざ
し

て
」

は
、
「
活
用
語
尾

の
拍
内
下
降
音

に

つ
い
て
」
「
日
本
語

の
ア
ク
セ

ン
ト
を
遡
る
」
「
日
本
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立
」
「
拍
内
下
降
を
有
す
る
語
類

小
考
」
「
重
複
差
声
と

「
上
平
上
」
差
声
」
と

い
う
五

つ
の
章
か
ら
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
《
「
日
本
祖
語
」

の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系

は
、

一
拍
語

は

「
θ
、
○
」

の
二
型
、
二
拍

語
は

「
・
○
、
○
●
」
の
二
型

で
あ

っ
た
。
そ
の
の
ち

に
、
「
・
、

○
」

(
一
拍
語
)
や

「
・
・
、
○
○
」

(二
拍
語
)
と

い
う
型
を
も
有
す
る
日
本

語

ア
ク

セ
ン
ト
の

「
祖
体
系
」
が
成
立
し
た
》
と

の
説
が
提
出
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
立
場
か
ら
、
動
詞

・
形
容
詞

の
活
用
語
尾

の
音
調

の
問
題
や
平

安
末
期

の
○
拍

の
分
布

の
問
題
な
ど
を
統

一
的

に
説
明
し
よ
う
と

の
試
み
が
な

さ
れ

て
い
る
。

第
二
部
は

「
方
言

ア
ク

セ
ン
ト
か
ら
日
本
語

ア
ク

セ
ン
ト
史

の
解
明
を
め
ざ

し

て
」
と
題
し
、
「
萩
市
見
島

の
方
言

ア
ク

セ
ン
ト
を
め
ぐ

っ
て
」
「
萩
市
見
島

の
方
言

ア
ク

セ
ン
ト
を
遡
る
」
「
九
州
諸
方
言

ア
ク

セ
ン
ト
の
系
譜

に

つ
い
て
」

と

い
う
三

つ
の
章

で
構
成
さ
れ
る
。
は
じ
め

の
二
章

で
は
、
《
見
島
本
村
方
言

の

祖
体

系
は
京
都
語

の
祖
体
系

(名
義
抄
式
以
前

の
体
系

で
、
九
類

を
区
別
す
る
)

か
ら
分
派
し
た
》
と
の
立

場

に
立

っ
て
、
見
島

の
二
拍
名

詞

の
ア
ク
セ

ン
ト

に

つ
い
て
、
時
代
を
遡

っ
た
す
が
た

の
再
構
や
語
類

対
応

の
例
外

の
説
明
な
ど
を

行
な

っ
て
い
る
。

こ
の
全
二
章

を
受
け
た
三
番
目
の
章

で
は
、
見
島

を
組
み
込

ん
だ
九
州
諸
方

言

の
ア
ク

セ
ン
ト
系
譜
論
が
提
示
さ
れ
る
。

最
後

の
第
三
部

「方
言

ア
ク
セ

ン
ト
の
実
態
と

そ
の
変
容
」
は
、
「
北
九

州
市

方
言

に
み
ら
れ
る
新
た
な

ア
ク

セ
ン
ト
変
化

の
傾
向
」
「
北
九
州
市
内
筑

前
域

に
お
け
る

ア
ク

セ
ン
ト
変
化
」
「
小
豆
島
諸
方

言

の
ア
ク

セ
ン
ト
」
「隠
岐

の
方

言

ア
ク

セ
ン
ト
ー

二
拍
名
詞

を
対
象

と
し

て
ー
」

の
四

つ
の
章

で
で
き

て
い

る
。
世

代
間

に
見
ら
れ
る
差
異
と
そ

の
原
因
の
考
察

(北

九
州
市

)
や
小
規
模

な
地
域

内

で
の
系
譜
論

(小
豆
島

・
隠
岐
)
が
取
り
扱

わ
れ

て
い
る
。

い
ず
れ

も
筆
者

の
精
力
的
な
臨
地

調
査

の
成
果

で
あ
る
。

(
平
成
八
年
五
月

武
蔵
野
書

院

A
5
判

三
五
○
頁

一
三
〇
○
○
円
)

廣
瀬
晋
也
著

『嘉
村
礒
多
論
』

い
わ
ゆ
る

「
私
小

説
」
を
、

作
家
本

人

の
実
人
生

に
還
元
し
た
上

で
そ
の
読

み
や
評
価
を
決
定
づ
け

て
い
く
と

い
う
従
来

の
研
究

の
在
り
方

は
、
今
日
解
体

さ
れ

つ
つ
あ
る
と

い
え
、
時

に

「
私
小
説

の
極
北
」
と
さ
え
称
さ
れ
る
嘉

村
礒

多

の

「
神
話
」
は
依
然
と
し

て
十
全

に
解
消

さ
れ
た
と
は
言

い
難

い
。
著
者

は

そ
う
し
た

「神

話
」
を
排

し
、
本

書

に
於

い
て
嘉
村

を
あ
く
ま

で
も
昭
和
初
期

の

一
私
小
説
作
家
と
し

て
捉
え
、
彼

の
小
説

へ
の
方
法

意
識
に
目
を
向
け
る

こ

と

に
よ
り
そ

の
文
学

の
独
自
性

と
時
代
性

・
可
能

性
と
限
界
と
を
見
極
め
よ
う

と
す
る
。
そ
し

て
そ

の
嘉

村

の
私
小
説

の
位

置
か
ら
、
改

め

て
昭
和

初
期

の
私

小
説
が
内
包
し

て
い
た
問
題

へ
も
照
明
を
当

て
よ
う
と
す
る
O

う
52
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論

の
構
成
は
二
部
よ
り
成
り
、
そ

の
第

一
部
は

「
嘉
村
礒
多
文
学
活
動

の
概

括
」
と
題
さ
れ
、
嘉
村

の
在
郷
期

の
文
学
観

の
形
成
過
程
と
作
家
と
し

て
立

っ

た
後

の
文
学
的
動
向
と
が
様

々
な
観
点
よ
り
広
範
囲

に
検
討
さ
れ

て
い
る
。
就

中
、
嘉
村

の
哲
学
及
び
宗
教
意
識

の
考
察

は
詳
細
か

つ
具
体
的

で
あ

り
、
彼

の

独
特
な
罪
業
意
識

の
理
解

に
寄
与
す

る
と

こ
ろ
大
と
言

え
よ
う
。
第

二
部

「
嘉

村
礒
多

の
位
置
と
方
法
」

に
於

い
て
は
、
大
正

・
昭
和
初
期

の
私
小
説
作
家
と

の
比
較
、
と

り
わ
け
葛
西
善
蔵
と

の
徹
底
し

た
比
較
検
討
を
通

じ
て
そ
の
差
異

と

し
て
の
嘉
村

の
独
自
性
を
浮

か
び
上

が
ら
せ
、

ま
た
私
小
説

の

「告
白
性
」

の
問
題

の
検
討

か
ら
嘉
村
独
特

の

〈宗
教
的
私
小
説
〉

へ
の
志
向

と
そ
れ
を
実

現
す

る
た
め

の
方
法
意
識

と
い
う
新

た
な
視
点

を
示
し
て
い
る
。

こ
の

〈宗
教

的
私
小
説
〉

と
い
う
ほ
か
な
い
嘉
村

の
方
法

意
識

は
、
嘉
村
自
身

の
宗
教

と
文

学

の
葛
藤
、
生
活

と
芸
術

の
対
立

と
い
う
課
題
を
担
う
も

の
で
あ
る
が
、

そ

こ

で
は
宗
教
的
俄

悔

で
は
超
克

で
き
ぬ
人
間

の
真
実
を
文
学
的
告
白

に
よ

っ
て
描

き
出
そ
う
と
す
る
志
向
と
、
嘉
村

の
個
的
な
罪
業
感
を
真
宗
的
な
臓
悔

に
よ

っ

て
救
済
し
た

い
と

い
う
志
向
が
二
重
化
さ
れ

て
お
り
、

い
わ
ば

「
救
済
」

の
結

節
点

に
於

い
て

「
文
学
」

に
も

「
宗
教
」

に
も
立
ち
得
な

い
嘉
村

の
自
意
識

の

問
題
が
浮
き
彫
り

に
な

っ
て
い
る
。
そ

こ
に
著
者

は
昭
和
初
期

の
私
小
説

に
通

底
す

る
自
意
識

の
分
裂

の
問
題
を
見
出
し

て
い
る
が
、
蓋
し
卓
見
と
言
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

著
者

の
論
証

の
手

つ
き

は
あ
く

ま
で
オ
ー

ソ
ド

ッ
ク

ス
で
あ

る
が
、
過
去

の

研
究

の
蓄
積

の
上

に
積

み
上
げ
ら

れ
た
確
固

た
る
建
築

の
感

が
あ

り
、
今
後

の

嘉
村
研
究

に
於

い
て
踏

ま
え
ら
る
べ
き
必
携

の

一
冊
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

(平
成
八
年
十
月

双
文
社
出
版

A
5
判

五
八

一
頁

九

三
二
○
円
)

南
里
み
ち
子
著

『怨
霊
と
修
験

の
説
話
」

本
書

は
、
中
古
中
世
を
通

じ
験
力
著
し

い
修
験
僧
と
し

て
そ
の
名
を
知

ら
れ

た
浄
蔵

の
伝
を
中
心

に
、

そ
れ
と
関

わ
る
天
神
縁
起

や
修
験
道
関
連

の
説
話

に

つ
い
て
考
察

し
た
著
者

の
論
考
を

ま
と
め

た
も

の
で
あ

る
。
構
成

は
次

に
あ
げ

る
通

り
。

序
章

一
、
『
北
野
天
神
縁
起
』
と
そ

の
研
究

二
、
天
神
信
仰

と
善
家

父
子

の

役
割

菅
公
怨
霊
説
話
成
立

の
背
景

一
、

「天
神
縁
起
」

の
尊
意

・
浄
蔵
法

験
説
話

二
、
『将

門
記
』
忠

平
あ

て
書
状

の
性
格

三
、
『
歓
喜

天
霊
験
記
』

の
説
話

日
蔵
上
人

の
説
話

一
、
日
蔵
蘇
生

の
説
話

二
、
日
蔵

と
そ

の
活
動
基
盤

松
尾
明
神

の
説
話

一
、
松
尾
明
神
と
法
華
経

二
、
松

尾
明
神
と
怨
霊
信
仰

三
、
松
尾
明
神

の
性
格

治
病

の
説
話

一
、
怨
霊
調
伏

の
説
話

二
、
浄
蔵

の
医
術

蘇
生
説
話

一
、
浄
蔵
伝

の
蘇
生
説
話

二
、
死
者
を
蘇
生
さ
せ
た
人

々

浄
蔵
と
晴
明
伝
承

一
、
清
行
蘇
生
説
話

の
成
長

二
、
清
行

・
浄
蔵
と
陰
陽

道

三
、
浄
蔵
お

よ
び
晴
明
伝
承

の
類
似

『
地
蔵

菩
薩

霊
験
記
』

の
浄
蔵
説

話

一
、

『地

蔵
菩

薩
霊
験

記
』
と
浄
蔵

伝

二
、
浄
蔵
と
地
蔵
信
仰

浄
蔵
止
住

の
寺

一
、
二

つ
の
般
若
寺

二
、
浄
蔵
を
め
ぐ

る
修
験
集
団

三
、

雲
居
寺
と
浄
蔵

泣
不
動

の
説
話

の
成
立
と
展
開

一
、

「泣
不
動

ノ
縁
起

ノ
事
」

二
、
証
空
と

余
慶

三
、
泣
不
動

の
説
話

の
展
開
相

文
殊
化
現

の
説
話

一
、
文
殊
化
現

の
説
話

と
そ
の
基
盤

二
、
聖

・
上
人

の

う
53
一



文
殊
信
仰

三
、
化
人

に
た
め
さ
れ
た
人

々

飛
鉢
説
話

の
基
盤

一
、
飛
鉢
説
話

の
問
題
点

二
、
飛
鉢
伝
説
と
鑑
賞

三
、

飛
鉢
説
話

の
起
源

浄
蔵

の
伝
と

し

て
は
、
本
書

で
取

り
上
げ

ら
れ

て
い
る
如
く

三
善
為
康

の

『
拾
遺
往
生
伝
』
中
巻

の
も

の
、
及
び

『
大
法
師
浄
蔵
伝
』
が
よ
く
知
ら
れ

て
い

る
。
著
者
は
そ
れ
ら
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
多
方
面

に
亙

っ
て
資
料
を
博
捜
、

時
代

・
場
所
な
ど

に
よ
り
様

々
な
顔
を
見
せ
る
修
験
僧
浄
蔵

の
姿
を
浮
き
彫
り

に
し
、
説
話
成
立

の
背
景

を
解

読
し

て
い
く
。
そ
の
結
果
、
「
浄
蔵

の
活
動

の

一

面
を
と
り
あ
げ
た

に
す
ぎ
な

い
」
と
著
者
が
述

べ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
者

に

「
修
験
道
が

日
本
文
化

に
及
ぼ
し
た
影
響

の
根
深
さ
」
を
あ
ら
た
め

て
印

象

付
け
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

(平
成
八
年
十

一
月

ぺ
り
か
ん
社

B
6
判

二
七
○
頁

二
七
六
○
円
)

今
井
源
衛
校
訂

・
訳
注

中
世
王
朝
物
語
全
集
7

『
苔

の
衣
」

本
書
は
、
鎌
倉
時
代
中
期

に
成

っ
た
と
思
わ
れ
る
、
所
謂

〈擬
古
物

語
〉

の

代
表
作

の

一
つ

『苔

の
衣

』
に

つ
い
て
の
、
本
邦
初

の
懇
切
な
注
釈
書

で
あ
る
。

『
苔

の
衣
』
は
、
『
古
典
文
庫
』
や

『鎌
倉
時
代
物
語
集
成
』

に
既
収

で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
翻
字

の
み

で
あ
り
、
物
語
研
究
者
以
外

に
は
馴
染
み

の
薄

い
作
品

で

あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
本
書
を
機

に
、
誰
も
が

そ
の
全
貌

に
容
易

に
迫
る

こ
と
が

可
能
と
な

っ
た

の
は
喜
ば
し

い
か
ぎ
り

で
あ
る
。

底
本
は
、
学
界
未
紹
介

の
伊
達
市
開
拓
記
念
館
蔵
本
。
本
文

に
問
題

の
あ
る

場
合
は
、
尊
経
閣
文
庫
本

(複
製
あ
り
)
や
穂
久
遭
文
庫
本

(
『古
典
文
庫
』
に

翻
字
)
以
下

一
○
本
ほ
ど
を
参
照
し

て
、
校
訂
が
な
さ
れ
る
。
読
み
や
す
さ
に

配
慮
し
た
整
訂
本
文

の
下
に
は
、
平
易

・
流
暢
な
現
代
語
訳
が
二
段
組
み

で
配

さ
れ
、
通
読

に
最
適

の
体
裁

で
あ
る
。

注
は
、
全
四
巻

の
各
巻
ご
と
、
後
ろ

に
ま
と
め

て
掲

げ
ら
れ
る
が
、
著

者
も

編
集
委
員
を
務
め
る
本
全

集

の
方

針

に
則
り
、
引
歌
や
引
詩
と

い

っ
た
典

拠

の

指
示

に
と
ど
め
、
所
謂

〈
物
語
取
り
〉

の
指
摘

に

つ
い
て
は
省
か
れ
る
。
読
者

は
、
『
源
氏
』
や

『
狭
衣
』
を
念
頭

に
、
沈
黙

の
む
こ
う
に
あ

る
は
ず

の
、
数
々

の
模
倣

・
摂
取

の
あ
と
を
、
自
分

な
り
に
見
出

し

て
ゆ
く
の
も
、

一
興

で
あ
ろ

う
。〈
源
氏
学
者

〉
と
し
て

つ
と

に
高
名
な
著
者

に
は
、
ご
く
初
期

の
論
文

に
、
じ

つ
は

『
苔

の
衣
』
に

つ
い
て

の
先

駆
的

研
究

が
あ
る

(
「
日
本
文
学

」

一
九

五
四

年

一
○
月
号
。
『
王
朝
末
期

物
語
論
』
〔
一
九
八
六
年
、
桜
楓
社
〕
に
改

稿
再

録
)
。

そ
れ
か
ら
四
○
年
余

り
を
経

て
、
今
般
、
本
書

の
刊
行

と
な

っ
た

の
も
、
著
者

と

『苔

の
衣
』

と

の
、
浅

か
ら
ぬ
因
縁

と
い
う

べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

(
平
成
八
年

十
二
月

笠

間
書

院

A
5
判

三
三

一
頁

四
六

六
○
円
)

九
州
大
学
国
文
学
研
究
室
編

『
松
濤
文
庫
本

熊
野

の
本
地
』

本
書

は
、
九

州
大
学
文
学
部
松
濤
文
庫
蔵

『熊
野

の
本
地
』

を
原
寸

カ
ラ
ー

版

で
影
印

、
翻
字

・
解
説

を
付

し
た
も
の

で
あ
る
。
原
本

は
縦

三

一
・
六
糎
、

横

二
三

・
二
糎

の
大

型
奈
良
絵
本

で
、

江
戸
時
代
初
期
頃

の
製
作

に
か
か
る
と

思
わ
れ
る
。

『熊
野

の
本
地
』
の
伝
本

は
現
在
数
種
類

の
系
統

に
分
類

さ
れ
て
い
る
が
、
物

語

の
詞
章

に
お
い

て
、
松
濤
本

は
そ
の
い
ず

れ
の
系
統

に
も
属

さ
ず
、

し
か
も

全

く
独
自

の
詞
章
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
と
い
う
。
即

ち
、

あ
る

一
つ
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の
系
統

の
詞
章
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
そ
れ

に
他

の
数
種

の
系
統

の
本
文
や
和

歌
を
取
り
込
ん
だ
、

い
わ
ば
複
合
本
文
と

で
も
言
う

べ
き
形
態
を
有
す
る

一
本

で
あ
る
。
ま
た
、
奈
良
絵
本
と
言
え
ば
古
雅

で
素
朴
な
描
写
と
鮮
や
か
な
彩
色

の
挿
し
絵
が
作
品

の
大
き
な
比
重
を
占
め
る
が
、
松
濤
本

に
は
二
面
か
ら
三
面

に
亙
る
連
続
画
面
が
多
く
見
ら
れ
、
絵
巻
物
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
巻
末

に
岩
松

博
史
氏

の
翻
字
と
詳
細
な
解
説
を
付
す
。

(平
成
九
年

二
月

勉
誠
社

菊
倍

判

カ
ラ
ー

一
○
八
頁

付
録
翻
字

・

解
説
頁

一
五

四
五
○
円
)
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